
山本太郎さん（俳優）

緑の党が出来るということは、何
か、変化が起きるんじゃないかとい
う予感がしますよね。即時廃炉に
決まっているじゃないですか、原発
なんて。それ以外に選択肢なんて

あるわけないですよ。もうあまりにも利権構造が大き過
ぎて、絶望的にもなりそうなんですけど、一筋の光があ
るんですよね。選挙でどれくらい周りの人たちの目を開
かせられるかが勝負の鍵。緑の党が、光の中心になる
んじゃないかと、僕は思います。むちゃくちゃ応援して
います。

中沢新一さん（グリーンアクティブ代表）

19世紀から20世紀に出現した
赤い勢力が、内部から変色を起こ
し、あるいは解体して緑に変わって
いくという時代に突入し始めてい
る。これは、世界的な大きな流れ

です。日本人がこの1年間体験してきたことは、おそら
く世界、人類にとっても大変稀有なものです。この体験
をもとに、深い認識と思想を持って世界を変えていく運
動を始めていかなければなりません。緑の党の結党は
大きな一歩だと思います。私は心から歓迎しています。

上原公子さん（元国立市長）

お誕生日、おめでとうございま
す。私ずっと20年待ってたんです、
この日を。去年のあの悲しい出来
事があって、ここでという思いで今
日を迎えたんだと思います。今の政

治の建て直しはどこに希望を持ったらいいのか、迷って
いる人がたくさんいます。その受け皿がなんとしても必
要。ただ党を結成するだけじゃあだめ。決める側に立
つ、そのために選挙に勝つ。そのことが緑の党の大き
な目標だと思います。本当に心から嬉しいです。

鎌仲ひとみさん（映像作家）

緑の党がついに「おぎゃあ」と
生まれたわけで、おめでとうござい
ます。心待ちにしておりました。緑
の党のもつ意味の一つは、新しい
選択肢を提示し、日本の政治に多

様性をもたらすことです。地域で若者たちが、今、新し
い取り組みを本当に試行錯誤しながら始めようとして
います。3・11で政治が自分たちの暮らしにどんなに深
く関わっているのかということをありありと気づいた人
たちともつながって、日本を変えていきましょう。

吉岡達也さん（ピースボート共同代表）

緑の党の発足というのは、本当
に世界を変える一つの重要な出
来事だと思いますし、その当事者
が私たちだと思います。これから、
キックオフですよね。この緑の党を

もっと大きくしていって、世界の緑の党とつながって、貧
困も、そして原発も戦争もない世界を、持続可能な世
界を一緒につくりましょう。
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カンパ募集中 2013年 参議院選挙挑戦!

スコット・ラドラムさん　
オーストラリア緑の党　連邦議会上院議員　

去年、オーストラリ
アの国会で福島第一
の原子炉のすべてに
オーストラリアからの
ウランが入っている

ことが確認されました。オーストラリア人
として、とても申し訳なく思います。オー
ストラリアの我々の役割は、ウランの採
掘を止めること。日本のみなさんは、日
本の原発を止めることが大きな課題です。
もし、両国の緑の党が協力して動けば、
非常に大きなインパクトとなります。緑の
党がこれから力強いものになれば、日本
だけではなく全世界にも非常に大きな
影響があると信じています。

スレッシュ・ナウタヤルさん　
インド緑の党　アジア太平洋緑のネットワーク

（APGN）運営委員　

緑の党では、平等、
貧困といった問題を
取り扱うということ
がとても大切だと思
います。世界中の緑

の党と一緒に変革を起こしていくことを
願っております。そして、是非女性の方々
にもっと多くこの運動に関わっていただ
ければと願っております。日本の緑の党
は、未来のための党です。日本の緑の党
が成長していくことが出来れば、アジア
各国で準備や努力をしている緑の党に
も非常に大きな影響があると思います。

ベアベル・ヘーンさん　
ドイツ緑の党　連邦議会議員　会派副代表　

ドイツで緑の党が
つくられたのは約30
年前、硬直した社会
を市民サイドから、下
から変えていきたい、

そういう気持ちで始まりました。いま、日
本においても、国民のための政治が行わ
れていない、既成政党が、将来への回答
をだせない、そして基本的な信頼を失っ
ています。ですから、新しい政党、緑の
党が求められています。

かつて、アメリカ大陸において、白人が
ネイティブを滅ぼしていったとき、ある酋
長が残した言葉があります。「最後の川
が毒され、最後の木が切り尽くされ、魚
が取り尽くされたとき、おまえたちは気づ
くだろう。カネは食べられない、いのち
のもとにはならないことに」、このことを
私たちは肝に銘じなければいけません。

求められているのは、持続的ないのち
を守る政治、緑の政治です。日本を、み
なさんが変えていくこと、心からお祈りし
たい。

シナン・マヴィヴォさん　
台湾緑の党

「ランユウトウ」とい
う小さな島から来ま
した。いま台湾で稼
働している6基の原
発の低レベル放射性

物質は、この小さな島に置かれています。
ですから私は放射性物質と30年一緒に
生きてきました。昨年、3.11が起きて、
母親でもある私は、非常に心が痛かった
です。自分たちの島では、デモで原子力
の危険性を訴えてきました。我々の民族
は原子力を悪霊と呼んでいます。私たち
は、放射能に怯え続け、心を痛めてきま
した。今回の会議で得た情報を島に持
ち帰って、村人とシェアし、新しいことを
やっていこうと思います。アリガトウ。

ソ・ヒョンウォンさん　
韓国緑の党、グワチェン市議会議長

韓国でも、3.11後
に、もう待つことはで
きないんだと、緑の党
を作りました。東北ア
ジアにおいて我々は

同じ船に乗っていると強く思います。こ
の狭い地域にこれだけ多くの原発がある
地域は世界のどこを見てありません。東
北アジアの未来のためにも私たちは協力
し、核の時代から脱することを共に実現
していかなければなりません。今日とい
うこの日は出発点になると思います。お
めでとうございます。

世界の緑とともに

メッセージありがとう

ドキュメント7.29

キックオフイベント!

ビデオメッセージ
加藤登紀子さん（歌手）をはじめ、
いしだ壱成さん（俳優）、辻信一さ
ん（環境運動家）、雨宮処凛さん

（作家）、三井マリ子さん（女性政策
研究家）、田中優さん（未来バンク
事業組合理事長）、高野孟さん

（ジャーナリスト）、松本哉さん（素
人の乱）、湯川れい子さん（音楽評
論家）、岩井俊二さん（映画監督）
ら18人から寄せられた。

①

④

⑥

⑧

⑤ ⑦

② ③

① 開会前から賑わう受付　② 「緑の党」お披露目　③ 懇談するヘーンさんと中沢新一さん　④ Yae& 真砂秀朗　⑤ かんしょ踊り　⑥ キッズコーナー　
⑦ さあ！ 国会大包囲へ　⑧ 国会前で「原発いらない！」

※編集部の責任で要約させていただきました。全文はHP。
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日本にも、ついに緑の党
が誕生した。結成総会は7
月28日、東京都内で開催
された。参加者は約300
名。名称は会員投票で 

「緑の党 Greens Japan」に決まった。
総会では「緑の社会ビジョン」「規約」「参

議院選挙要綱」「活動方針」を議論、その
結果、一部の修正も含め、すべての議案が
賛成多数で採択された。また、共同代表に
すぐろ奈緒、長谷川羽衣子、高坂勝、中山
均、全国協議委員は規約に基づき半数は女
性で34名を選出した。「結成宣言」「希望
の福島　緊急提言」を拍手で確認した。

結成総会には、ドイツ、オーストラリア、
台湾、韓国の緑の党がかけつけ、挨拶をい
ただいた。ドイツのテレビ局、国内のテレ
ビ局をはじめ多くのマスコミ関係も取材に
訪れ、注目度の高さを示した。ユーストリー
ムでも配信された。

緑の党は、グローバルグリーンズ憲章の6つの政治理念
①エコロジカルな知恵 ②社会的公正・正義 ③参加民主主義 
④非暴力・平和 ⑤持続可能性 ⑥多様性の尊重、に基づき、 

「緑の社会ビジョン」の実現をめざします。国政に緑の議席を!

結成報告の記者会見

写真:結成されたばかりの緑の党。脱原発の国会前行動に参加。

４人の共同代表を選出緑は賛成　赤は反対　白は棄権

左:海外メディアも注目。取材を受ける共同代表のすぐろ奈緒。
右:長谷川羽衣子。
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公募と会員投票で名称決定、「緑の党」に！
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共同代表からみなさまへ
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東
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都
　
杉
並
区
議
会
議
員

日
本
に
お
い
て
歴
史
的
な
分
岐
点
に
立
つ
今
、
緑
の
党
が
誕
生
し
、

共
同
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表
と
し
て
選
出
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い
た
だ
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た
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と
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そ
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任
の
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ま
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だ
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。
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」著
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の
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代
表
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た
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勝
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も
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。
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。
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取
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来
ま
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た
。
そ
の

過
程
で
日
本
に
も
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の
党
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が
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要
だ
と
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じ
、今
年
の
1
月

か
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成
に
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き
ま
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た
。
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か
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が
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よ
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め
て
限
り
あ
る

資
源
を
大
量
に
消
費
す
る
暮
ら

し
方
か
ら
脱
け
出
し
ま
す
。
ク
ル

マ
を
は
じ
め
温
室
効
果
ガ
ス
を

大
量
に
排
出
し
気
候
変
動
を
促

進
す
る
モ
ノ
の
使
用
と
生
産
を
思

い
切
っ
て
減
ら
し
ま
す
。

自
然
征
服
型
の
事
業
は
中
止

し
ま
す
。
自
然
生
態
系
の
循
環
と

生
物
多
様
性
を
保
全
し
、
こ
れ
を

生
か
し
た
風
景
を
取
り
戻
す
事

業
を
進
め
ま
す
。

自
然
生
態
系
と
人
間
の
健
康

に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
害
を
与

え
る
可
能
性
の
あ
る
科
学
技
術

は
、「
予
防
原
則
」
に
立
っ
て
封

印
し
ま
す
。

競
争
と
サ
ヨ
ナ
ラ
し
、

ス
ロ
ー
・
ス
モ
ー
ル
・
シ
ン
プ
ル
で

豊
か
に
生
き
る　

経
済
と
暮
ら
し
方
を
ス
ロ
ー

ダ
ウ
ン
し
、
お
カ
ネ（
G
D
P
）だ

け
で
は
計
れ
な
い
豊
か
さ
や
富

を
手
に
入
れ
ま
す
。
弱
肉
強
食
の

競
争
に
よ
っ
て
効
率
性
だ
け
を
追

求
し
利
益
を
最
大
化
す
る
経
済

か
ら
、
分
か
ち
合
い
と
協
力
・
連

帯
に
よ
っ
て
人
間
ら
し
い
生
活
を

営
め
る
経
済
に
転
換
し
ま
す
。

よ
り
少
な
く
働
き
、よ
り
少
な

く
消
費
し
、
よ
り
豊
か
に
生
き
る

社
会
に
向
か
い
ま
す
。
労
働
時
間

を
大
幅
に
短
縮
し
、
仕
事
を
分
か

ち
合
っ
て
失
業
を
減
ら
す
と
同

時
に
、
自
由
に
使
え
る
時
間
を
飛

躍
的
に
増
や
し
ま
す
。
働
き
方
も

変
え
、
尊
厳
あ
る
働
き
方
と
多
様

な
働
き
方
を
実
現
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農

業
、
介
護
・
医
療
・
教
育
の
分

野
で
仕
事
と
投
資
を
増
や
し
ま

す
。
モ
ノ
と
サ
ー
ビ
ス
と
資
金
が

地
域
内
で
循
環
し
、
働
く
場
が
創

ら
れ
る
ロ
ー
カ
ル
な
経
済
が
主

役
と
な
り
ま
す
。「
土
は
い
の
ち
の

源
」
と
い
う
原
点
に
立
つ
農
業
を

再
生
し
ま
す
。

国
境
を
越
え
る
マ
ネ
ー
の
膨

脹
と
暴
走
を
規
制
し
、不
安
定
さ

を
増
す
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
よ
っ

て
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と

を
防
ぎ
ま
す
。

格
差
と
貧
困
を
な
く
し
、

分
か
ち
合
い
を
実
現
す
る　

誰
も
が
不
安
と
孤
立
と
貧
困

か
ら
脱
け
出
し
、
自
分
の
「
居

場
所
」
を
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
若
者
や
社
会
的
弱
者

に
「
自
己
責
任
」
を
押
し
つ
け

ず
、
政
府
や
地
方
自
治
体
に
よ
る

公
的
支
援
を
拡
充
す
る
と
同
時

に
、
市
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る

助
け
合
い
を
活
発
に
し
ま
す
。

す
べ
て
の
人
に
人
間
ら
し
い
生

活
を
営
め
る
生
存
権
を
保
障
す

る
た
め
に
、ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム

の
導
入
を
め
ざ
し
ま
す
。
誰
も
が

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
心
し
て
医

療
・
子
育
て
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
す
。
子
ど
も
の
教
育

や
住
ま
い
な
ど
も
公
共
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
提
供
し
ま
す
。

公
正
な
税
制
に
よ
っ
て
所
得
の

再
分
配
を
行
な
い
、
格
差
を
な
く

し
ま
す
。

 性
に
よ
る
差
別
・
抑
圧
の
な
い

平
等
な
社
会
へ 

女
性
へ
の
差
別
を
な
く
し
女
性

が
生
き
や
す
く
な
る
こ
と
は
、
そ

の
社
会
が
誰
に
と
っ
て
も
自
由
で

生
き
や
す
い
社
会
に
変
わ
る
た
め

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
一

歩
で
す
。
私
た
ち
は
、
性
別
役
割

分
業
か
ら
解
放
さ
れ
、
個
人
を
単

位
と
す
る
社
会
を
実
現
し
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
性
別
に
と
ら
わ
れ

ず
、「
自
分
ら
し
く
」
生
き
ら
れ

る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

子
ど
も
と
未
来
を
育
む
　

未
来
の
主
人
公
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
は
、
ど
こ
で
生
ま
れ
て
誰

に
育
て
ら
れ
て
も
、
誕
生
・
保
育
・

教
育
・
医
療
な
ど
の
基
本
的
な

環
境
を
保
障
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も

は
、
血
縁
の
家
族
だ
け
で
は
な
い

「
家
庭
」、
保
育
所
や
学
校
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
育
ち

ま
す
。「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」に

謳
わ
れ
て
い
る
「
自
分
ら
し
く
生

き
る
権
利
」「
意
見
表
明
権
」
を

実
現
し
ま
す
。

 多
様
で
違
っ
た
あ
り
方
を

認
め
合
う
　

社
会
は
、
多
様
な
人
々
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
多
様
性
を

認
め
合
う
社
会
こ
そ
、
活
気
と
豊

か
な
文
化
を
生
み
出
し
ま
す
。
女

性
・
障
が
い
者
・
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
・
外
国
籍
住
民
・
先
住
民
へ

の
差
別
や
排
除
を
な
く
し
、
す
べ

て
の
人
が
伸
び
や
か
に
生
き
ら
れ

る
社
会
を
創
り
ま
す
。

多
民
族
・
多
文
化
共
生
の
「
そ

の
ま
ま
違
っ
て
い
ら
れ
る
社
会
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
当
事
者
が

自
分
た
ち
に
関
わ
る
事
柄
の
決

定
に
参
加
で
き
る
権
利
と
仕
組

み
の
確
立
が
重
要
で
す
。

 熟
議
と
当
事
者
主
権
に
も
と
づ
く

参
加
民
主
主
義
を
実
現
す
る
　

政
治
は
代
表
を
選
ぶ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
が
自
由
に

声
を
上
げ
、
討
議
し
、
行
動
し
、

参
加
し
て
決
定
す
る
民
主
主
義

を
実
現
し
ま
す
。

政
治
的
決
定
は
、
で
き
る
か
ぎ

り
人
々
の
生
活
に
近
い
場
で
行
な

わ
れ
ま
す
。
分
権
を
徹
底
し
、住
民

自
治
と
市
民
主
権
を
実
現
し
ま
す
。

情
報
公
開
を
徹
底
し
、市
民
が

行
政
を
監
視
し
、重
要
な
事
柄
は

住
民
投
票
や
国
民
投
票
に
よ
っ
て

決
定
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

 平
和
と
非
暴
力
の
北
東
ア
ジ
ア
を

創
り
、
戦
争
や
暴
力
、
差
別
の
な
い

国
際
社
会
を
め
ざ
す　

貧
困
と
抑
圧
、
暴
力
や
差
別
、

武
力
紛
争
や
戦
争
の
な
い
社
会

を
め
ざ
し
ま
す
。

憲
法
9
条
の
堅
持
を
国
際
社

会
に
明
言
し
、
武
力
紛
争
や
人
権

蹂
躙
、
貧
困
や
差
別
な
ど
を
予

防
・
解
決
す
る
た
め
の
外
交
や
施

策
を
積
極
的
に
展
開
し
、
そ
の
国

際
的
な
枠
組
み
作
り
を
進
め
、
市

民
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
家
間
の
信

頼
や
友
好
関
係
を
発
展
さ
せ
ま

す
。
特
に
北
東
ア
ジ
ア
で
は
、
地

域
の
非
核
化
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
の
共
同

管
理
と
環
境
保
全
、
歴
史
認
識
に

関
す
る
議
論
を
通
し
て
信
頼
関

係
と
相
互
理
解
を
深
め
、
市
民
の

交
流
と
協
力
を
基
礎
に
し
た
地

域
共
同
体
を
め
ざ
し
ま
す
。

沖
縄
と
日
本
本
土
の
米
軍
基

地
を
な
く
し
、
徹
底
的
な
軍
縮
を

進
め
、
関
係
各
国
と
の
友
好
関
係

を
築
き
、
軍
事
同
盟
と
し
て
の
日

米
安
保
の
す
み
や
か
な
解
消
を

図
り
ま
す
。

私たちは、石油と原子力に象徴
されるエネルギー大量消費型の
文明に、踊り、踊らされてきまし
た。かけがえのない太陽と地球の
贈り物によってこそ“いのち”が育
ち、輝くことを忘れ去り、おカネで
計れるものだけを尊ぶような勘違
いを続けてきました。

その結果、豊かな森・川・大
地・海は破壊され、自然は悲鳴を
あげています。わずか「1％」の
人びとが世界の富を独占し、残り
を「99%」の人びとが奪い合うと
いう歪んだ経済成長の仕組みに
よって、至るところで格差が広がり
ました。勝ち負けを問わず、人び
とは不安と閉塞感のなかにいます。

そこに起きた“3.11”。
私たちは多くのものを失って、

やっと気づきはじめました。経済
成長神話こそが破滅への道であり、
経済成長を優先する政治・行政・
福祉・医療・教育などすべてのシ
ステムが破たんしていることを。 
プロの政治家・官僚・専門家に重
要な決定を預けてしまう「おまか
せ民主主義」が、最悪の事態を招
いていることを。

いま、私たちは、経済成長優先
主義から抜け出し、“いのち”を重
んじ自然と共生する循環型の経済
を創りだします。「おまかせ民主主
義」にサヨナラし、市民が自ら決
定し行動する民主主義、討議し政
治に参加する民主主義を実践しま
す。そして、原発のない社会、エ
コロジカルで持続可能な、公正で
平等な、多様性のある社会、平和
な世界をめざします。

　 　 　の社会ビジョン

内容
● 共同代表 4 名の座談会
● ドキュメント緑の党誕生
● 「結成宣言」
● 「緑の社会ビジョン」
● 世界から　国内から　応援メッセージ
● 緑の党 Q&A
● 国政に緑の議席を
● 福島から　武藤類子
● マスコミは緑の党誕生をいかに報じたか
● グローバルグリーンズ報告

緑の党キックオフ !
結成特集号　　
9 月下旬発売予定　300 円　A4　48P

緊急発売

緑
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私
た
ち
が
汚
し
て
し
まっ
た
こ
の
星
を
ど
れ
だ
け
元
に
戻
せ
る
の
か
、

私
た
ち
は
本
気
で
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

緑
の
党
が
大
き
な
力
を
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

武
藤
類
子
さ
ん
　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
福
島
に
住

む
武
藤
類
子
と
申
し
ま
す
。
緑
の
党
の
結

成
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の

人
々
が
こ
の
日
を
待
ち
望
ん
で
い
た
と
思
い

ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
阿
武
隈
山
系
の
里

山
は
、
今
が
一
番
美
し
い
季
節
で
す
。
目
に

染
み
入
る
よ
う
な
緑
の
中
か
ら
、
溢
れ
か
え

る
い
の
ち
の
息
づ
か
い
が
静
か
に
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
で
も
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
た
く

さ
ん
の
放
射
能
が
そ
の
山
々
に
降
り
注
ぎ

ま
し
た
。
汚
染
さ
れ
た
大
地
が
、
森
が
、
水
が
、
そ
し
て
田
畑
が
元
に
戻
る
の
に

は
、
い
っ
た
い
ど
れ
ぐ
ら
い
の
時
間
が
か
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。
家
を
追
わ
れ
、
な

り
わ
い
を
失
っ
た
人
々
の
生
活
の
再
建
へ
の
道
は
、
ま
だ
ま
だ
不
透
明
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
い
ま
だ
に
低
線
量
被
ば
く
地
帯
に
暮
ら
す
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
康
被
害
が
と
て
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
置

き
去
り
に
さ
れ
た
動
物
た
ち
は
、
次
々
と
殺
処
分
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
地
震
や

台
風
の
た
び
に
、
福
島
原
発
が
再
び
崩
壊
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
を
み

ん
な
が
持
っ
て
い
ま
す
。
人
々
は
翻
弄
さ
れ
、そ
し
て
分
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
方
で
、
止
ま
っ
て
い
た
原
発
を
再
び
稼
働
さ
せ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、何
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

国
は
何
も
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。

こ
の
事
故
に
よ
っ
て
、
日
本
の
社
会
の
中
に
潜
ん
で
い
た
様
々
な
問
題
が
表
面

に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
ず
、
誰
か
の
犠
牲

の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
社
会
。い
の
ち
よ
り
も
経
済
が
優
先
さ
れ
る
社
会
。真

実
が
隠
さ
れ
、
正
し
い
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
社
会
。
そ
し
て
人
類
は
、
核
と
い
う

途
方
も
な
い
も
の
を
手
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
今
、
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
も
、
暮
ら
し
方
も
、
地
域
社

会
も
、
そ
し
て
政
治
も
大
き
く
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
が
汚
し
て
し
ま
っ
た
こ
の
星
を
ど
れ
だ
け
元
に
戻
せ
る
の
か
、
私
た
ち

は
本
気
で
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
球
と
い
う
美
し
い
星
と
調
和
し

た
世
界
を
作
り
出
す
た
め
に
、
緑
の
党
が
大
き
な
力
を
果
た
し
て
く
れ
る
こ
と
を

信
じ
て
い
ま
す
。

緑の党は、7月28日の結成総会において
「希望の福島へ 4つの緊急提言」を 

採択、30日、福島県福島市で記者会見を行
い、発表しました。この「緊急提言」には、
3.11 原発事故によって、さまざまな苦しみを
背負わされた福島の人々が「希望を持って安
心して暮せる福島を取り戻したい」という、人としてあたりまえのことを実現していく
ための基本原則が盛り込まれています。「福島の希望を語らずに日本の希望を語るこ
とはできない」という強い思いから、緑の党のスタートにあたって発表しました。
※「希望の福島へ4つの緊急提言」の概要は以下の通りです。全文についてはHPを。

緊急提言1　責任を取る社会・政治へ
原発事故でかけがえのない故郷を根こそぎ奪われた福島県民の心痛を知ること

■福島原発告訴団の告訴・告発を支持します。
■原発を推進した政治家の責任は、選挙で落選させることを訴えます。
■「原子力ムラ」と決別した原子力規制体制を要求します。

緊急提言2　原発ゼロへ即時廃炉を
フクシマの悲劇を二度と繰り返さないために

■再稼働を止め、少なくとも一年の熟議を行うべきです。
■原発ゼロの民意を前提に、選択肢に即時廃炉を入れるべきです。

緊急提言3　地域分散ネットワーク型エネルギーへ
再生可能エネルギーの促進と省エネで大量消費社会を見直す

■自然の循環の中で暮らすために、エネルギー循環消費社会への大転換と再生可能エネ
ルギーの大胆な促進をめざします。

■地域分散型エネルギーである再生可能エネルギーの性質にあわせた、分散ネットワー
ク型エネルギー社会への転換をめざします。そのためには発送電分離が必要です。

緊急提言4　「避難の権利」と「留まる権利」の保障を
「原発事故被災者支援法」による具体的施策を早急に実施すること

■年間被曝量が１ミリシーベルトを超える地域を「支援対象地域」とすること。
■当該地域に居住する者または居住した者に対する医療費・健康診断費用の無料化。
■廃炉・除染に従事する労働者を被爆から守ること。

2013.7 参議院選挙へ　緑の党を国会へ

希望の福島へ　4つの緊急提言　

2013 3 月
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2012 11月　下旬 予備選挙で
候補者を決める

都道府県、市区町村に緑の党選挙実行委員会を

　世界一高い供託金に負けないぞ！　1 億円カンパ 8/9 現在　1080 万円1 億円

　「原発」と「おまかせ民主主義」にサヨナラ!  緑の党を国会へ 賛同人大募集 8/19現在　1,385名3,000人

2012 7.28
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次期総選挙について
緑の党は結成総会において衆議院の年内解散を想定し、総選挙の準備に入ることを確認。
東京比例ブロック（定数17名）で、4名の統一候補者を立て、脱原発大結集のネットワーク
型選挙の実現をめざすことを決めた。
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